
活動年表 

 世界 日本 活動 備考 

1960 年代 冷戦構造下紛争 

局地・代理戦争 

 ベトナム戦争―反戦

運動 留学生 

 

1970 年代後半 冷戦構造激化  カンボジア留学生  

1979 

 

＊KR 体制崩壊 

＃１インドシナ難

民国連国際会議 

＊ホメイニ革命 

＊ソ連軍アフガニ

スタン侵攻 

 

1979 年後半、カ

ンボジア難民、ボ

ートピープル救援

活動 

 

1979 年後半、日本人

ボランティア集まる。 

JVC 発足へ。 

 

1980 

1981 

1982 

難 民 問 題 拡 大

（アフリカも） 

レバノン難民キャ

ンプ   （イラン・

イラク戦争） 

外務省「難民支

援室」開設 

難民条約調印 

難民問題協議会

（４省庁―NGO） 

タイ・スラム地域開発 

(タイ)インドシナ難民

救援 

カンボジア国内支援 

国境の両側

で 活 動 し た

事のプラス 

1982 

 

 

1983、1985～ 

 

 

アフリカの飢餓・

飢饉 

ソマリア難民 

エチオピア飢饉 

 

アフリカ支援 

OXFAM英国と協力、

カンボジア国内 井戸

掘り給水活動開始 

カンボジア国内常駐 

(ｴﾁｵﾋﾟｱ医療支援） 

（国交なし） 

NGO が支え

た復興 

和平提案 

1989 

 

1990 

＃２インドシナ難

民国連国際会議 

(復興協力重点) 

 

カンボジア和平

東京会議 

 

 

南アへ。 

 

「反アパルト

ヘイト」盛り

上がり 

1991 カンボジア和平

協定 

冷戦構造の終焉 

 

「湾岸戦争」 

河野課長カンボ

ジア訪問 

パリプロセス促進

（今川大使） 

和平後／カンボジア

NGO 誕生・支援 

ベトナム復興協力（帰

還難民支援） 

イラク国内人道援助 

NGO の 役

割 ・ 意 義 が

確認。 

1992 

1993 

リオ環境会議 

UNTAC 

UNDP 人間開発

報告書 

カンボジア復興

（ICORC 議長） 

TICAD １ 

湾岸戦争後の軸をパ

レスチナに。オリーブ

植林、医療、障害児

童への医療・福祉 

日本の国際

NGO の伸張

1994 以降 

 

 

 

2000 

冷戦構造後の、

新たな紛争構造

と貧困問題解決 

 

ミレニアム宣言 

MDG／人間の安

全保障 

「人間開発」 

NGO ・ 外務省定

期協議開始 

対人地雷廃絶運

動への参加 

「人間の安全保

障」 

 

農村地域開発協力 

（環境保全型農業と 

相互扶助の普及） 

政策提言型

NGO と運動

が広がる 

2001 ９・１１事件 ／ア

フガニスタン侵攻 

ア フ ガ ン 復 興

DDR 等に関与 

アフガニスタン人道援

助 

逆流 

「反テロ」 

2003～２００８ イラク戦争 

パレスチナ状況

悪化 

スーダン紛争等 

自衛隊派遣など 

陸自撤退・空自

継続 

イラク国内・越境援助

（医療支援、小児ガン

治療支援、和平提言） 

反 テ ロ 戦 争

へ の 批 判 ・

反省 

 


